
情報数学 I 

第 14回「巡回群、多項式環」 

§巡回群 

① 乗法群 

群𝐺の記法として、(𝐺; ∙ ) もしくは (𝐺; ×)を用いる群 

𝑎𝑛 = 𝑎 ∙ 𝑎 ∙ ⋯ ∙ 𝑎⏞      

𝑛個

       (𝑛 ∈ ℕ) 

𝑎0 = 𝑒  (乗法単位元) 

𝑎−𝑛 = (𝑎𝑛)−1      (𝑛 ∈ ℕ) 

[定理]∀𝑚, 𝑛 ∈ ℤに対し、次の性質が成立する。 

(𝑎𝑛)−1 = (𝑎−1)𝑛 

𝑎𝑚 ∙ 𝑎𝑛 = 𝑎𝑚+𝑛 

(𝑎𝑚)𝑛 = 𝑎𝑚𝑛 

 

② 加法群 

群𝐺の記法として、(𝐺;+)を用いる群 

𝑛𝑎 = 𝑎 + 𝑎 +⋯+ 𝑎⏞        

𝑛個

       (𝑛 ∈ ℕ) 

0𝑎 = 𝑜 (加法単位元) 

(−𝑛)𝑎 = −(𝑛𝑎)       (𝑛 ∈ ℕ) 

[定理] ∀𝑚, 𝑛 ∈ ℤに対し、次の性質が成立する。 

−(𝑛𝑎) = 𝑛(−𝑎) 

𝑚𝑎 + 𝑛𝑎 = (𝑚 + 𝑛)𝑎 

𝑚(𝑛𝑎) = (𝑚𝑛)𝑎 

 

③ 巡回群 

𝑛個の元をもつ有限乗法群(𝐺; ∙ )が𝐺のある元𝑎を使って 

𝐺 = {𝑒, 𝑎, 𝑎2,⋯ , 𝑎𝑛−1} 

と表せるとき、𝐺を巡回群といい、𝑎をその生成元という。 

 

𝑛個の元をもつ有限加法群(𝐺;+)が𝐺のある元𝑎を使って、 

𝐺 = {𝑜, 𝑎, 2𝑎,⋯ , (𝑛 − 1)𝑎} 



と表せるとき、𝐺を巡回群といい、𝑎をその生成元という。 

 

§多項式環 

(𝐹; +,∙ )を体とし、𝐹の要素を係数とする全ての多項式 

𝑎𝑛𝑥
𝑛 + 𝑎𝑛−1𝑥

𝑛−1 +⋯+ 𝑎1𝑥 + 𝑎0   (ただし、𝑎𝑖 ∈ 𝐹, 𝑖 = 0, 1,⋯𝑛) 

の集合𝑃を考える。𝑃の要素の和+、積 ∙ を、多項式としての和、積とする。ただし、係数の

計算は体𝐹上で行うこととする。(𝑃; +, ∙ )は単位的可換環となり、このような環を多項式環

という。 

 


